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就労継続支援事業の難しさ
編集担当者：吉田  智弘

各位

梅雨も今年は早く明け、暑い日が続いています。

関東では節電要請もあり、エアコン等の利用にも適切にという声かけがあり、

熱中症の心配も感じます。

さて、当事業所では、5月末を持って、就労移行支援事業を休止しましたこと

は過去の本紙でご案内させていただいたと思います。

さまざまな方とのお話の中で、就労移行支援事業の難しさを耳にします。

「早く就労したい」「就労移行支援を知らない」「どこに相談したらいいかわ

からない」などを多く聞きます。

今号では、そのような中での当事業所の取り組みについてご紹介させていただ

きます。

 

最後までご覧いただけますと幸いです。

今月の最新情報：

就労継続支援事業の難しさ

「宿泊型自立訓練施設　空室状況」

発行元：

特定非営利活動法人ふう

〒897-1123
南さつま市加世田高橋2765-105
Tel: 0993-78-3360
Fax: 0993-78-3361

ふう's レター
特定非営利活動法人ふう公式ニュースレター
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「特定非営利活動法人ふう」について

当事業所では、日中活動支援もおこなっております。

病院とご自宅の中間施設として、居場所として、自立に向けたプログラムや、

就職に向けた訓練の場としてなど、さまざまな支援を行っております。

ぜひ、ホームページもご覧いただけますと幸いです。

https://www.npofuu.com

　NPO法人ふうでは、就労を目指す方に対して「Bプ

ラス」というサービスを行っております。

　就労継続支援B型は、就労の機会をご提供し、生産活

動を通じて知識や能力の向上に必要な訓練を提供する

サービスです。

「Bプラス」では、働きながら就労に向けてのスキルの

獲得を支援するのが大きな特徴になります。

　工賃を得ながら、働くための準備を行うことで、生

活リズムだけでなく、仕事をしていく中で金銭を得る

ための考え方や人との関わり方などを経験していただ

きます。

　就労に必要なスキルはもちろん、当事者が今後目指

したいことに対しても前向きに一緒に取り組んでいく

ことで、色々な経験を積んでいただけると考えていま

す。

　就労移行支援事業は休止しましたが、就労を目指す

ためのスキル習得の場は日々カリキュラムを広げてお

りますので、体験や見学、お問い合わせをお待ちして

おります。

就労継続支援B型を利用しながら
就労に必要なスキルを身につける。

2

編集後記

　ウミガメのスープというゲームをご存知でしょうか？

　私は、先日利用者さんから誘っていただき、初めて知りました。水平思考という考え方を用いながら、YES、

NO、関係がない、の3種類の返答ができる質問をしていくことで問題を解いていくゲームなのですが、これが、コ

ミュニケーションの練習にピッタリ！

　ぜひ、ご興味いただいた方は、「ウミガメのスープ」で検索していただければと思います。

引き続き、毎月15日頃に定期的に発信できればと思っております。よろしくお願い申し上げます。

「Bプラス」について詳しくはホームページまで！→　

「宿泊型自立訓練施設」空室状況

□利用料等

　家　賃：25,000円　共益費：5,000円

　光熱費：実費　お食事：朝・昼・夕ご提供可

□空室状況

　7部屋（体験利用可）

　※令和4年7月15日現在。

お問合せ・見学・体験は
Tel：0993-78-3360　FAX：0993-78-3361

□就労継続支援B型（Bスタイル）

　作業内容

　　部品検品、配食（調理作業）など

　Bプラス

　　希望者には上記作業に加えて、

　　就労に必要なスキル習得を

　　カリキュラムに沿って行います。

　　カリキュラムは基本講座以外は個々に合わせて

　　設定し、当事者のペースやスキルに合わせて

　　スキルアップを図ります。

　カリキュラム例

　　コミュニケーション訓練

　　パソコンスキル訓練

　　物事の考え方訓練

　　自分を知る講座　　など

「やりたいことを全力応援！」を合言葉に、

当事者の意思を尊重した様々な経験ができる場所とし

て「Bプラス」をご活用ください。

　

https://www.npofuu.com/

